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	公共交通利用促進による自動車依存の軽減


交通班：原田、江黒、小川、木村、佐々木、永嶋、広重、松本　　担当教官：石田東生

	


１．実習の背景

　　

つくば市は道路環境に恵まれており、このため人々の自動車依存度は高くなっている。また、今後のつくばエクスプレス開通にともなう都市規模の拡大とともに一層その傾向は強まるものと思われる。一方、公共交通の利用者は少なく、利用者増加が見込めなければサービスレベルの向上は期待できない。このままでは自動車依存はいつまでも止まず、ますます公共交通の機能は低下してしまうだろう。そしてその様な社会では自動車排ガスによる環境汚染や、誰もが自由に移動できるという公平性に問題が生じてくる。そこで、公共交通の利用促進は不可欠である。その実現のためには公共交通そのものの利便性の向上、また自動車の規制・抑制などが図られるべきである。
２．仮説の設定

　　

「自動車を規制し、バスの利便性を上げれば、公共交通利用者が増え、自動車依存者が減る」

３．現状把握

＊公共交通に関する調査
・　聞き取り調査　：市民の方々が日常生活において、公共交通に対しどのように感じているかを質問。

（のりのりバス車内，北条地区・谷田部地区にて）

市は、つくばの公共交通の現状に対してどのように考えているのか。（市役所）

· アンケート調査：つくば市内の交通について、特にバスの利用度や不満に感じることなど。

（つくばセンターにて：サンプル数32）

・　文献調査　　　：つくば市の交通全般に関する調査結果をまとめた文献

（『つくば・土浦の交通に関するアンケート』，『タウンモビリティー実験調査』　つくば市都市交通センター）


結果

＊自動車の交通混雑に関する調査

・　聞き取り調査：中心地区であるつくばセンターで、通勤時間に高速バスで東京に向かう人にセンターまでの交通手段を聞き、Park&RideやKiss&Rideの人には車の混雑状況を聞いた。また、関東鉄道に高速バスの利用者数等を調べにいった。

　　　　　　　　　　　　　

結果

４．研究の目的とテーマ

　


５．具体的内容

　

各地に地区ターミナルを設置するようなバス体系において、そのアクセス交通イグレス交通等を提案するが、その際に地区ターミナルの規模や場所の設定を欠かすことはできない。そこで自転車利用を考慮に入れて地区ターミナルを設定することからはじめる。

①　つくば市全体に地区を設置

②　一つの地区ターミナルを抽出

3 地区の大きさ、行動圏など具体的内容の決定（この体系の効率性を評価する）

4 自転車をアクセス交通・イグレス交通として利用する環境の提案

⇒　サイクル＆バスライド，レンタサイクル＆バスライドetc.　

６．今後の展開

＊地区ターミナルの設定にあたって　

・　人口，商業施設，郵便局，銀行，学校などの施設の立地調査

・　現在のバス路線

・　徒歩で行ける範囲（徒歩圏）、自転車で行ける範囲（自転車圏）の決定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒パーソントリップ調査等の既存研究や、聞き取り調査を参考にする

・　対象とした地区の住民の行動調査、空き地・土地調査

＊アクセス・イグレス環境の提案

· 駐輪場の規模設定や施設整備　⇒聞き取り・行動調査意識調査

· レンタル自転車の管理システム・セキュリティ、管理費用　　

　　　　　　　　　


















本数・料金・時間帯に対して不満を感じている人が多い


→それを理由に車を利用している人もいる　　　


公共交通、特にバスの利便性の向上を求める声が多い


一方で車さえあれば快適に生活できるという声もある


市⇒２年後のつくばエクスプレス開通に向けて関東鉄道との協力により改善の予定














徒歩でセンターに来る人が多く、車利用者は予想よりも少なかった。


現状では、利用時間帯も分散しておりセンター周辺においては大きな交通混雑は見られず、特に問題はないといえる。























テーマ：バスと自転車のコラボレーション





現状調査の結果により、バス利用の促進の必要性が明らかとなり、また車の規制に関しては目立つ混雑は見られず、特には必要ないことがわかった。そこで“公共交通利用の促進による車依存の軽減”を本研究の目的とする。その策としてバス体系の提案（センターオブセンター構想）を考えたが、市も同様の案を考えていた。そこで、料金・路線・本数以外の部分も利用促進に必要であると思い、出発地からバス停までの交通（アクセス）やバス停から目的地までの交通（イグレス）を考えることにより、バスを利用しやすい環境を提案することにした。この実現のために、アクセス交通手段・イグレス交通手段として誰もが気軽に使える自転車の利用を取り入れることにした。








